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2022年度目標値
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文化財課

茅野市にある多くの遺跡を発掘調査によって記録保存するとともに、市民参加による保護活動を進め、茅野市が「縄文の里」である
ことを広く伝えていきます。
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施策等名称 埋蔵文化財保護の充実
体系番号 0201020402
主管課 文化財課

①

現状と課題

事業者の協力の基に、遺跡内で開発事業等が計画された場合、事業者との協議を重ね記録保存調査を実施し、調査の成
果は発掘報告書として刊行し、保護・活用を図っています。

めざす将来像
（あるべき姿、基本的

な考え方）

市域に現在348ヶ所の遺跡が登録されています。近年、開発事業件数の増加に伴い、調査期間が重なる場面や、緊急での
対応等が必要な場面が生じてきています。
なお、調査に携わる職員の不足もあり、迅速な対応に苦慮しています。今後、人材の確保は大きな課題です。
今後、地権者の協力を得ながら、遺跡であることを周知する看板の設置や、茅野市が「縄文の里」であることを広く伝える活
動、例えば市民参加による発掘調査の実施、現場説明会を開催など、市民参加の保護活動を広めていく必要があります。
また、史跡とこうした遺跡とを関連付けて、それぞれの遺跡の性格や役割を分析し、つなげていく研究も大切な仕事の一つ
となります。
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２　指標等の推移と変動要因
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2018年度
試掘調査による情報収集とこれに基づく事業者との保護協議、発掘調査の実施と報告書の刊行により、埋蔵文化財が適正に保護され
た。
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2020年度
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1 100.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00

施策
埋蔵文化財保護率（％）

100.00 100.00

施策等名称 埋蔵文化財保護の充実
体系番号 0201020402
主管課 文化財課
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改
革
・
改
善

改革・
改善内容

保護体制の整備につい
て庁内協議を行なうと共
に、市報やマスコミを通
じて新たな作業員を確保
する。

作成担当者
最終評価責任者
最終評価年月日

小池岳史
平出信次

令和元年５月２９日

重点化する
施策の柱

1

重点
事務事業

2

理　由

埋蔵文化財保護（活用を
含む）の根幹を担う大切
な事業である。

総
合
評
価

主
な
取
組
内
容
や
成
果

各種開発事業に伴う試
掘調査（5件）、個人住宅
等関連発掘調査（1件）、
宅地造成に伴う発掘調
査（1件）等を行ない、調
査成果を発掘調査報告
書（2冊）にまとめ公開し
た。また、遺物の保護
（保存）と活用を図るた
め、収蔵資料の再整理
作業と体験学習会を行
なった。

課
題

施
策
の
柱
等
の
重
点
化

7,166,000

2,636,000

1.47

1.23うち一財(円)

進捗評価 やや遅れている

4,863,895

2,136,271

増減理由
（一般財源
前年度比
±10％以
上の場合
に記載）

埋蔵文化財保護の充実
を図るには、保護体制が
十分でなくてはならな
い。保護率は100％であ
るが、民間開発事業に
伴う発掘調査では、複数
件の調査が同時に発生
したため、速やかに調査
が進まない事例もあっ
た。早急に調査担当職
員と作業員を確保し、体
制を整える必要がある。

施策等名称 埋蔵文化財保護の充実
体系番号 0201020402
主管課 文化財課

３　評価・改革改善 （単位：円）
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